
第 58回鹿児島県公立小・中学校教頭会研究大会を終えて（御礼） 

 

 

第 58回鹿児島県公立小・中学校教頭会研究大会 

実行委員長 五反田 新一 

 

 

 素晴らしい好天に恵まれる中，11 月 20 日，第 58 回鹿児島県公立小・中学校教頭会

研究大会を 644名の会員の皆様参集のもと，無事に開催できましたことを心より嬉しく

思います。今回も昨年に引き続き，県下の教頭先生方が参集しての研究大会を開催する

ことができ，安堵の気持ちでいっぱいです。 

 本研究大会を開催するにあたり，御出席・御指導を賜りました鹿児島県教育委員会の

皆様，貴重な提言発表をいただきました各地区教頭会，研究大会運営に御尽力いただき

ました鹿児島市小・中学校教頭会の先生方に心より感謝申し上げます。 

 さて，今回の研究大会では，第 13期全国統一研修主題「未来を切り拓く力を育む 魅

力ある学校づくり」の 2 年目として「自立・協働・創造」をキーワードに，「継続性・

協働性・関与性」に焦点をあてた実践的な研究が分科会ごとに提言されました。各会場

では，各提言について積極的な質疑応答がなされたり，活発な意見・情報交換がなされ

たりしていました。その様子に，改めて教頭先生方の教育に対する情熱と対面での研究

大会のよさを感じました。特に，研究大会の最後に設定した「当面する課題」のフリー

トークでは，多岐にわたる各学校の課題についての話合いが自由になされ，とても盛り

上がっていました。きっとこの話合いからヒントやアドバイスを得たり，ともに共感し

たりしながら，解決策を考えることができたのではないでしょうか。 

 日頃，各学校の根幹を支えながら，教育現場の多様な課題に中心となって対応して学

校運営を進められている教頭先生方においては，様々な悩みを抱えながら職務を遂行さ

れていることと思います。今回の研究大会が教頭の力量を高めるとともに，各学校の課

題解決の手掛かりになったり，教頭同士のネットワークの広がりに繋がったりするなど，

今後教頭職を遂行する上での一助となれば幸いです。大会終了後には，参加された教頭

先生方から多くの御意見や御要望をいただきました。来年度以降の研究大会の運営の参

考にさせていただき，よりニーズに応じた研究大会にしていきたいと考えております。 

 最後になりますが，本研究大会が鹿児島県の学校教育の一層の充実と発展に寄与でき

ますことを念願するとともに，会員皆様の御活躍と御健勝を祈念いたしまして御礼の言

葉とさせていただきます。 
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第 58回鹿児島県公立小・中学校教頭会研究大会アンケート回答の概要 

 

 
地区教頭会における研究は、組織的・計画的になされましたか。御意見があれば入力してください。 

 ＜良かったという意見＞ 

・ 自地区に対する感謝・よい取組ができた・役員に感謝等 １９ 

 ・ 自地区の発表が参考になった感謝等 １７ 

 ・ 自地区の発表者等一部の人に負担をかけてしまった反省等 ８ 

 

＜改善につながる意見＞ 

・ 勤務時間内に設定できるといいと思う。１ 

・ 日々の業務に大変さが増す。３ 

・ 研究冊子は簡素化しても良いのではないかと思う。１ 

・ 自治体によって、教頭会の位置付けが異なる現状がある。(勤務時間内、外) １ 

・ 「研究大会出席にあたっての留意事項について（お願い）」の文書に「コ 感染症予防のためマスクの準備

をお願いします。」とあった。 私は、「マスク着用が義務付けられている」と勘違いしてしまった。スタッ

フの方もマスクをつけていなかったので、びっくりした。準備さえすれば、着用しなくても良かったので

すね。 ここの表現を、「着用は義務付けていませんが、念の為ご準備ください」等、変えた方が誤解を与

えない可能性が高いと思った。１ 

・ 時間をとることが難しいが、対面やオンライン等で各学校の取組について確認する機会を作るべき。１ 

・ 地区教頭会としての、研究討議をする場が設定されておりません。連携や連絡の場のみです。 

・ 提言の発表等，前年の１学期中に通知等あれば早めに取り組める。この大会が終わった後に次年度提言者
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であることをしったので。１ 

・ なされていると思うが，地区教頭会と町教頭会とのつながりが希薄である。１ 

・ 1日で提言３つを話し合うより２つに絞り、最近の教育等の講演があった方がよい。１ 

 
 

県教頭会の研究は、地区教頭会と関連性があり、ニーズに応えるものでしたか。 御意見があれば入力して

ください。 

＜良かったという意見＞ 

・ 肯定的意見 ３２ 

 

＜改善につながる意見＞ 

・ 研究内容と分科会は異なるテーマだったが、グループ協議で深めることができた。 

・ 県教頭会の研究は地区教頭会と関連性が見られると思います。さらに現場の具体的なニーズを反映させるこ

とで、より実践的な課題解決につながる内容に発展できると考える。双方向の連携を一層強化してほしい。 

・ 昨年度も思ったが、最後の「当面する課題」のフリートークが一番盛り上がる気がする。ここで話題になる

ような、「教頭としてのリアルな悩み」をクローズアップできないものかと思う。 

・ 社会教育が担うべき業務が、学校主体でなされている。学校主体でどう取り組みかという提言があり、業務

改善の視点と異なるスタンスであった。 

・ 市での取り組みはあるが、地区単位での取り組みは、情報交換程度。 

・ テーマの内容が，もっと協議しやすい内容であると良いと思った。戸惑うグループが多く，グループ発表の

内容がそれぞれ違ったものになっていた。 

・ 小中一貫教育の取り組は、義務教育学校では、普通に取り組まれていることが多く、義務教育学校ならでは

の悩みなどがあると思うので、できれば義務教育学校のグループでお互いの取組実践を語れる時間が欲しか

った。 

・ 今後、教頭の業務改善などのテーマ等があればありがたい。 
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研究大会の進行は、スムーズに運営されましたか。御意見があれば入力してください。 

 ＜良かったという意見＞ 

・ 肯定的な意見（スムーズ）２６ 

・ 駐車場に関する感謝 ３ 

 

＜改善につながる意見＞ 

・ 発表時間・指導助言の時間厳守をお願いしたい。 ５ 

・ グループ協議のグループを提言ごとに変えてもいいのでは（可能であれば） １ 

・ ９時から受付を少し早くできたら助かる。 

・ 校長会と同じように、ホテルでの開催をやめたら、教頭会費も抑えられるのではないか。 

・ お手洗いが混み合っていたので、慌てる人もいた。 

・ 昨年も反省で出したが、提言２の途中で昼食休憩が入るのは、発表者に申し訳ない。１日開催にしたことを

踏まえて、発表の輪番の変更などを行うことはできないのかという意見が今年も出ている。 

・ グループ協議後の２班の発表は不要だと思う。中身も重なり、その分協議に時間を取りたい。 ２ 

・ 司会の進行文に、全体司会と提言司会の両方が載っていたのか。混乱していたようなので、どちらの文章か

を明記した方が良いと感じた。 

・ 進行が遅れたとしても、準備・休息・昼食の時間は予定時間どおり、臨機応変に設定してほしい。お手洗い

も混雑し、学校への電話対応などで慌ただしく感じる一日だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分科会の内容は満足のできるものでしたか。御意見があれば入力してください。 
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 ＜良かったという意見＞ 

・ 肯定的な意見（満足・感謝等） ５１ 

 

＜改善につながる意見＞ 

・ ３つは多いので２つにした方がよい。焦点化した方がよい。負担軽減を望む。 １２ 

・ 時間を守って欲しい 

・ 与えられたテーマからの焦点化が難しかった 

・ ３本とも似た内容だった。偏りがあった。 ３ 

・ それぞれの地区の取組を知るという点では意義があると思うが、学校規模や地域性の差異により、自校化に

繋がるという点では課題があると思われるため。 

・ 昨年度の実践の取組を今年度、どう引き継いでいるのか質問の回答がなかったので、ぜひ伺いたかった。 

・ 各地区の実践で、地域に根ざした郷土教育が中心で、組織、運営のテーマとはズレを感じた。 

・ 提言、協議の数を減らし、講演なども入れていただきたかった。 

・ ずっと同じメンバーとだと、協議の内容も似ているため、盛り上がりに欠けてくる。どこかのタイミングで

席替えができればありがたい。 

 

 
 

会場は満足のできるものでしたか。御意見があれば入力してください。 

＜良かったという意見＞ 

・ よかった・問題ない等の肯定的意見 １７ 

 

＜改善につながる意見＞ 

・ 長テーブルに３人は狭い・きつい ２２ 

・ 暑かった ５ 

・ （たばこのにおいが）くさかった ２ 

・ 座席によっては画面が見にくい ２ 

・ フリーWi-Fiを分かりやすく掲示して欲しい。１ 

・ トイレの混雑が気になった。 １ 

・ 会場に時計が欲しかった。 １ 

・ ホテルでの開催でなくても良いのではないかと思う。 ３ 

・ 分散会場だったので、全体で集まる場があれば、さらに教頭同士の交流が深まると感じた。 ２ 

・ 駐車場が「４時間無料」だったが、できれば「終日無料」にしていただけるとありがたいと感じた。 

・ ＭＢＣグラウンドに駐車した車をどのようにして出すのかついての指示がはっきりしていると、よりスムー

ズになったと思う。前の車が出るまで待ったり、どの流れで出ればよいのか分かりにくかったりした。 

・ オンライン開催が可能ならばオンラインで実施してほしい。 ２ 

・ 会場が、３つに分かれていたので、看板の県教頭研究会の会場矢印があると助かる。 
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その他 主な自由意見 

 

・ 提言は２つで。 ５ 

・ 金曜日開催にしてほしい。１８  

・ 懇親会開催も視野に検討してほしい。 

・ 班分けは、今回校種、規模を混ぜていたが、せめて校種は分けた方が良い。 

・ 来年度はオンラインでの開催だと負担が減ると思う。４ 

・ 最後の一コマは、班を解いて、自由に情報交換を出来るとありがたい。 

・ 待遇改善は必須。教頭の業務について、全国のスタンダードにならないものかと思う。勤務時間、管理職住

宅等理不尽なものが多い現状を変えないと、成り手はいないと思う。３ 

・ 冊子は不要。データで。２ 

・ 会場を安価で使える所を。会費を下げてほしい。お金の負担大きい。 

・ 全体での会があってもいいのではないかと思う。 ３ 

・ 記念講演も希望。 ４ 

・ 会の終了時刻を早めてほしい ３ 

・ 分科会は素晴らしい提言をもとに、話し合いがなされ、大変有意義でした。しかし、提言をするために、担

当された教頭先生方はどれ程時間をかけ、準備されたのか。 現在手元にあるような、ボリュームのある論文

形式の研究誌が本当に必要か。実践を口頭で説明するだけではいけないのか。 通常の教頭業務に上乗せし

て、提言を準備する教頭先生方の仕事量を想像すると、もっと他の会の持ち方ができないのかと思う。 私は

テーマを設定した先生方との情報交換、講話、講演で十分なのではないかと思う。 教頭の業務改善が言われ

ている。こういうところから改善してほしい。会の持ち方や提言のあり方を見直して頂くことを希望する。 

全国や九州教頭会、会費、予算等との関係もあるとは思うが。  

・ 咳がひどいのにマスクをしない方が近くに座っていた。何度も退席したり戻ったりしたがマスクはされな 

かった。感染症でないとしても、まわりに気を遣ってほしい。季節的に流行りはじめでもあるので、注意喚

起をお願いしたい。 

・ 年休や育児休暇等の特別休暇を取りやすい環境整備が急務である。何でも教頭任せの学校が多いため、教頭

のウェルビーイングは見いだしにくい。教頭職への魅力を教諭に発信しにくいため、勧めにくいのが現状で

ある。これらを県が主導で進めていくことで本県の教育は結果的に魅力的なものになっていく。 

・ 資料のＡ校とかＢ小とか実名を出すのは難しいですか？よい取組をしているのになぁと思う。  

・ 大会誌を見てもホームページを見ても会計報告が見当たらないが、会計報告はしていないのか？高い会費を

徴収しているのだからしっかり会計報告してほしいと思う。 

・ 大会の提言分担、年間活動計画など、教頭会のウェブサイトの更新がなされていない部分があり、最新の情

報が入手できない現状だ。会費で予算化されているので、お願いする。 



令和 6 年度 県教頭会研究大会 アンケートの回答 

毎年，たくさんいただいているアンケートの意見について，主なものを回答いたします。 

 

Ｑ１ 研究大会を金曜日に固定できませんか。 

Ａ 研究大会を金曜日に実施したいという意向はあるのですが，給与支給日や祝日及び会場

確保（ホテルの空き状況）の関係で，金曜日に固定できないのが現状です。 

 また,例年この週の金曜日に各地区で校長研修会が終日開催されており,同日開催するこ

とは困難です。 

 

Ｑ２ 分科会のグループ編成を校種別，規模別にできませんか。 

Ａ 提言には小学校と中学校の両方のものがあり，また，大規模校の実践もあれば，小規模

校の実践もあります。グループでの意見交換の中で，それぞれの状況が分かる方がいた方が

よいのではないかと考えます。また，「小・中間の情報交換ができて良かった」という意見

も毎年多数ありますので，小中連携の視点からも現在のような編成でよいと考えておりま

す 。教頭異動で規模の違う学校で勤務することもあるので,多様な学校での協議は有意義と

考えます。 

しかしながら，「当面する課題」の話合いでは，業務改善の話題も多くなっていることを

踏まえると，校種別のグループ編成の場面があってもよいのではないかと考えます。ただ，

グループ編成の変更や時間配分など，運営面での課題があります。３年間に１回は校種別・

規模別で開催できるよう，継続的に検討していきます。 

 

Ｑ３ 教頭会ホームページの更新及び会計報告をお願いしたい。 

Ａ コロナ禍で活動が休止していた時からホームページの更新が不十分でした。ホームペー

ジ制作も予算化されていますので有効に活用し,県教頭会研究大会に向けての準備状況や県

公立小・中学校教頭会の活動状況をこまめにお知らせできるようにしていきます。 

また,会計報告は,毎年,監事 3 名による会計監査を受け,5 月の委員会で報告・承認を得て

います。今後はホームページにも掲載して参ります。 
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